
平成２３年度１０月末までの

資料２－１

平成２３年度１０月末までの

事業実績等について
平成２３年度第２回救済業務委員会

（平成２３年１２月２１日）
目 次目 次

（１）救済制度に関する情報提供の拡充及び見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

（２）相談窓口の円滑な運営確保 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２（２）相談窓口の円滑な運営確保 ２

（３）請求事案処理の迅速化の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

（４）保健福祉事業の適切な実施と拡充 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６（４）保健福祉事業の適切な実施と拡充 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

（５）スモン患者及び血液製剤によるＨＩＶ感染者等に対する受託支払
業務等の適切な実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８業務等 適切な実施

（６）特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤による
Ｃ型肝炎感染被害者に対する給付業務等の適切な実施 ・・・・・・・・・・１０

（７）拠出金の効率的な徴収 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１



（１）救済制度に関する情報提供の拡充及び見直し

○集中広報の実施（９月～１１月） 【資料２－２参照】

・オリジナルキャラクター「ドクトルＱ」を創作。
・キャラクターを使用した新聞広告、リーフレット・ポスター、病院内広告などを作

成し、広報を展開。

○ホームページの救済制度特集ページの見直し（９月）○ホ ム ジの救済制度特集 ジの見直し（９月）
【資料２－２参照】

・キャラクターを使用した医薬品副作用被害救済制度の特集ページの内容の見
直し。直

○請求書類の入手方法の簡便化○請求書類の入手方法の簡便化

・ホームページから請求書類のダウンロードが可能であることについて、相談窓
口において、引き続き周知を行い、利用者・請求者の利便性の向上に努めた。
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（２）相談窓口の円滑な運営確保

平成２３年度１０月末までの相談件数 ⇒ 12,471件
（内訳：通常の相談 4,686件、外箱表示による相談 7,785件）

全体に占める割合 62.4％

円滑な電話相談に向けた取り組み

一般用医薬品の外箱表示
救済制度の相談以外の電話数増大

・副作用被害救済制度
・機構のフリーダイヤル番号

救済制度の相談以外の電話数増大
（製品の照会や苦情など）

救済制度の相談窓口である旨のガイダンス導入（平成21年9月25日より） 救済制度の相談を受けたい人が

改善策

救済制度の相談窓口である旨のガイダンス導入（平成21年9月25日より） 救済制度の相談を受けたい人が
相談員に繋がるよう改善

参考：相談電話をいただいた方からのご指摘を端緒として、「一般用医薬品の使用上の注意記載要領」（平成２３年１０月１４日付け厚生労働
省医薬食品局長通知）において、外部の容器又は外部の被包の記載項目として、製薬会社の「消費者相談窓口」の連絡先等を記載す
ることが新たに追加された

「医薬品・医療機器相談窓口」（安全部門）との間で、相談事例について意見交換を実施

関係部門との連携及び情報共有の強化

ることが新たに追加された。

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
平成２３年度

１０月末

相談件数 ７ ２５７件 １７ ２９６件 ３４ ５８６件 １６ １２３件 １２ ４７１件

【相談件数・ホームページアクセス件数】
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相談件数 ７，２５７件 １７，２９６件 ３４，５８６件 １６，１２３件 １２，４７１件

アクセス件数 ６３，８４３件 ６７，７１１件 ８７，１０９件 ８９，５００件 ４３，７７２件

救済制度特集ページ
へのアクセス件数 － － － － ２０２，８０９件



（３）請求事案処理の迅速化の推進

平成２５年度までに、各年度に支給・不支給決定をした全決定件数のうち、６０％以上を

第2期中期計画（平成21～25年度）

６ヶ月以内に処理できるようにする。

支給・不支給決定件数のうち
８ヵ月以内に処理したもの

支給・不支給決定件数のうち
６ヵ月以内に処理したもの

【22年度計画・実績】 70％以上を維持 ⇒ 74.9％ （＊） 決定件数対前年比10％増加 ⇒ 360件→434件

８ヵ月以内に処理したもの ６ヵ月以内に処理したもの

【23年度計画】 70％以上を維持 決定件数前年比10 ％増加 ⇒ 目標件数：477件/年

<10月31日実績> 73.3％ （＊） 324件 /10月末

【中期計画達成に向け、下記について今年度中に実施予定】

＊達成率＝当該事務処理期間以内の処理件数/年度の総件数

医療機関等に依頼する追加・補

腎障害など疾患別に対応する診断書の記入例の追加

医療機関等に依頼する追加・補
足資料等の減少のための施策

3６カ月以内事務処理を目標とした事例の進捗管理等の充実

業務システムの強化



年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
平成２３年度

１０月末

【副作用被害救済の実績】

１０月末

請求件数 ９０８件 ９２６件 １,０５２件 １,０１８件 ６３３件

決定件数 ８５５件 ９１９件 ９９０件 １,０２１件 ６８５件

支給決定 件 件 件 件 件支給決定
不支給決定
取下げ件数

７１８件
１３５件

２件

７８２件
１３６件

１件

８６１件
１２７件

２件

８９７件
１２２件

２件

６０３件
８１件

１件

支給額 １，６９６，５２５千円 １，７９８，７０６千円 １，７８３，７８３千円 １，８６７，１９０千円 ９９４，３７１千円支給額 ， ， 千円 ， ， 千円 ， ， 千円 ， ， 千円 ， 千円

８ヶ月以内
処理件数
達成率 ※１

６４３件
７４．２％

６８３件
７４．３％

７３３件
７４．０％

７６５件
７４．９％

５０２件
７３．３％

内６ヶ月以内
処理件数
達成率 ※２

３６７件
４２．９％

３５５件
３８．６％

３６０件
３６．４％

４３４件
４２．５％

３２４件
４７．３％

処理期間（中央値） ６．４月 ６．５月 ６．８月 ６．４月 ６．３月

※１ 当該年度中に決定されたもののうち、８ケ月以内に処理できたものの割合
※２ 当該年度中に決定されたもののうち、６ケ月以内に処理できたものの割合
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【感染救済の実績】

年 度 成 年度 成 年度 成 年度 成 年度
平成２３年度

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
平成２３年度

１０月末

請求件数 ９件 １３件 ６件 ６件 ５件

決定件数 ５件 １１件 １０件 ７件 ２件

支給決定
不支給決定
取下げ件数

３件
２件
０件

６件
５件
０件

８件
２件
０件

６件
１件
０件

１件
１件
０件

支給額 ２ ８３３千円 １０ ３０２千円 ３ ３２０千円 １０ ５４０千円 １ ３０７千円支給額 ２，８３３千円 １０，３０２千円 ３，３２０千円 １０，５４０千円 １，３０７千円

処理期間（中央値） ３．８月 ５．２月 ５．４月 ６．９月 ５．３月
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（４）保健福祉事業の適切な実施と拡充

ア 医薬品による重篤かつ希少な健康被害者に係るＱＯＬ向上等のための

保健福祉事業として下記４事業を実施。

ア．医薬品による重篤かつ希少な健康被害者に係るＱＯＬ向上等のための
調査研究事業

・平成２３年度調査研究協力者は、６２名（内訳：ＳＪＳ５８名、ライ症候群４名）
調査研究協力者について ライ症候群類似事例の追加を検討中・調査研究協力者について、ライ症候群類似事例の追加を検討中。

【主な相談内容】

○健康に関する不安、医療

援等福 ビイ．精神面などに関する相談事業（平成２２年１月から実施）

・医薬品の副作用及び生物由来製品を介した感染等
により健康被害を受けた方及びその家族が対象

○生活支援等福祉サービス

○家庭問題

○経済的問題
など

・精神面のケア及び福祉サービスの利用等に関する助言を実施

・ＰＭＤＡにおいて福祉の資格（精神保健福祉士・社会福祉士）を有する専門家を配置

・平成２３年度１０月末までの相談件数は２４件成 年度 月 相談件数 件
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ウ．受給者カードの配布（平成２２年１月から実施） （表）

機構 太郎

・健康被害救済制度の受給者が自身の副作用被害
について正確に情報提供できるよう、希望に応じて
随時発行

ズ

（表）

・携帯可能なサイズのカード
・平成２３年度１０月末までの発行数は２６５名分

（裏）
副作用の原因と考えられるまたは
推定される医薬品を記載

（裏）

エ．先天性の傷病治療によるＣ型肝炎患者に係るＱＯＬ向上等のための
調査研究事業（平成２２年８月から実施）

・平成２３年度調査研究協力者は、１８９名
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（５）スモン患者及び血液製剤によるＨＩＶ感染者等に対する
受託支払業務等の適切な実施

国や製薬企業からの委託を受けて、スモン患者に対して健康管理手当及び介護費用の支払い
を行う（受託・貸付業務）とともに、財団法人友愛福祉財団の委託を受け、HIV感染者、発症者に
対する健康管理費用等の給付業務を行っている（受託給付業務）。

①スモン関連業務（受託・貸付業務）

対する健康管理費用等の給付業務を行っている（受託給付業務）。
・業務の実施に当たっては、個人情報の取り扱いに配慮。

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
平成２３年度

１０月末

受給者数
人

２，２６９
人

２，１８０
人

２，０７５
人

１，９６０
人

１，８９９

支 払 額
千円

1,601,134
千円

1,531,745
千円

1,457,724
千円

1,375,622
千円

600,362

千円 千円 千円 千円 千円

内
訳

健康管理手当
介護費用（企業分）
介護費用（国庫分）

千円

1,191,245
299,108
110,781

千円

1,140,517
284,981
106,247

千円

1,089,491
268,749
99,485

千円

1,031,376
250,946
93,300

千円

413,080
142,184
45,098
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②ＨＩＶ関連業務（受託給付業務）

区 分
平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

平成２３年度
１０月末

人数 支給額 人数 支給額 人数 支給額 人数 支給額 人数 支給額

人 千円 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

調査研究事業 603 327 857 586 320 122 566 313 676 562 309 355 546 151 347調査研究事業 603 327,857 586 320,122 566 313,676 562 309,355 546 151,347

健康管理支援事業 117 224,796 121 211,800 120 210,600 116 206,100 115 108,300

受託給付事業 3 8,084 2 6,300 2 6,300 2 6,300 2 2,615

合 計 723 560,737 709 538,222 688 530,576 680 521,755 663 262,262合 計 , , , , ,

「調査研究事業」・・・血液製剤によるＨＩＶ感染者（エイズ未発症者）に対する健康管理費用の支給

「健康管理支援事業」・・・裁判上の和解が成立した血液凝固因子製剤によるエイズ発症者に対する発症者健康管理手当
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の支給

「受託給付事業」・・・輸血用血液製剤によるエイズ発症者に対する特別手当等の給付



（６）特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎
感染被害者に対する給付業務等の適切な実施

平成20年１月16日より「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤による
Ｃ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法」に基づく
給付金支給業務等を実施。

業務 実施 当た は 個人情報 取り扱 配慮・業務の実施に当たっては、個人情報の取り扱いに配慮。

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度

１０月末

受給者数 108人 660人 661人 305人 108人

うち追加受給者数（※） 0人 4人 22人 20人 14人

支給額 2,360,000千円 13,632,000千円 13,748,000千円 6,293,000千円 2,408,000千円

うち追加支給額（※） 0千円 68,000千円 272,000千円 324,000千円 208,000千円

拠出金収納額 0千円 0千円 12,679,500千円 6,146,117千円 1,717,800千円

政府交付金 20,462,000千円 0千円 0千円 9,500,000千円 0千円

※給付金の支給後に症状が進行したことにより、追加給付金の請求を行って支給を受けた者及び金額。
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（７）拠出金の効率的な徴収

副作 拠出金副作用拠出金

許可医薬品製造販売業者
・対象者716者のうち699者が申告 収納率：97.6％
・未申告業者に対しては、はがき及び電話による催促を実施

薬局医薬品製造販売業者
・効率的な収納と収納率の向上を図るため、（社）日本薬剤師会に収納業務を委託

数値目標 １０月末実績

効率的な収納と収納率の向上を図るため、（社）日本薬剤師会に収納業務を委託
・年３回報告を受けることとしている（9月、11月、12月）
・１０月末（11月報告分まで）⇒6,736薬局のうち6,490薬局が申告 収納率：96.3％

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度

９９％以上

数値目標 １０月末実績

９６．５％

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成 年度

１０月末

製造販売業
対象者
納付者数

７６２件
７６２件

７５３件
７５２件

７４３件
７４２件

７１６件
７１６件

７１６件
６９９件

薬 局
対象者 ８ ３４６件 ８ ０４７件 ７ ６２８件 ７ １１１件 ６ ７３６件

薬 局
対象者
納付者数

８，３４６件
８，３０９件

８，０４７件
８，０１５件

７，６２８件
７，５９８件

７，１１１件
７，０８２件

６，７３６件
６，４９０件

合 計
対象者
納付者数

９，１０８件
９，０７１件

８，８００件
８，７６７件

８，３７１件
８，３４０件

７，８２７件
７，７９８件

７，４５２件
７，１８９件

収 納 率 ９９ ６％ ９９ ６％ ９９ ６％ ９９ ６％ ９６ ５％
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収 納 率 ９９．６％ ９９．６％ ９９．６％ ９９．６％ ９６．５％

収 納 額 ３，０５７百万円 ３，７３０百万円 ３，７９０百万円 ３，９９１百万円 ４，３３６百万円



感染拠出金

許可生物由来製品製造販売業者
・対象者92者のうち92者が申告 収納率：100％

９９％以上 １００％

数値目標 １０月末実績

９９％以上 １００％

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度

１０月末

製造販売業
対象者
納付者数

９８件
９８件

９６件
９６件

９７件
９７件

９３件
９３件

９２件
９２件納付者数 ９８件 ９６件 ９７件 ９３件 ９２件

収 納 率 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％

収 納 額 ５７４百万円 ６２０百万円 ６３１百万円 ６９３百万円 ７８５百万円
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